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特に，中学1年生の不登校支援を中心とした
配置型での実践に厚みが増し，それに関連す
る小6年を中心とした小中連携のための支援
や予防的な視点からの小学校への支援も進展
していることが明らかとなった。一方，配置
型へのシフトから実践のばらつきやSSWerの
人員配置の課題なども浮かび上がっている。
　これらの研究成果は，SSWerが未設置で
ある自治体が未だに多い北海道において，新
規に事業を立ち上げする際の有効な指針とな
り得る。つまり，巡回型と配置型の特徴やメ
リット，デメリットをあらかじめ把握し，そ
の自治体の目的に沿った事業デザインをつく
り上げる際の参考指標になるであろう。また，
派遣型が圧倒的に多くを占める北海道内にお
いて，今後巡回型や配置型を取り入れる際の
視点や方法，課題を検討する指針としても活
用が期待される。
　今後の研究課題としては，第1に，配置型
における実践展開がより進展するための視点
と方法をさらに探究することである。今後，
石狩市において配置型実践をより効果的に進
展していくためには，予防面にウエイトをど
の程度置くかを含めた事業目的をいかに見直
すか，どの学校にどの程度の人員を時間配分
も加味していかに配置すべきか，学校との協
働を促進するための障壁は何か，などを明ら
かにする必要がある。
　第2に，実践成果をより可視化するための
記録方法の開発である。文部科学省に提出す
る様式と，石狩市独自の様式をいかに統合す
べきか，数量的には現れにくく埋もれがちな
実践成果を可視化する方法は何か，配置型実
践の成果をより可視化する記録方法は何かを
考察し，自治体の特性にあった記録方法を開
発することである。
　今後も全国の先進自治体への調査を継続
し，自治体の特性に応じた事業形態のあり方
を探究していく。
注：石狩市は二学期制を導入しており，「前期」
が4月から9月まで，「後期」が10月から3月
までである。このうち，4月から夏休み前ま
でが「前期第1節」，夏休み明けから9月末ま
でが「前期第2節」，10月から年末年始の冬
休み前までが「後期第1節」，年始から3月末
までが「後期第2節」である。
